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郷土の歴史はそれぞれの地域のシビックプ
ライドのもとになるものとしてとても重

要だ。本書は郷土の歴史のなかでも描きづらい
「先の大戦」（著者のいう「あの戦争」）について、
現代に生きる私たちがどのように「われわれの
物語」としてふたたび受け入れるかについて考
察している。著者は1984年生まれの近現代史
研究者で『古関裕而の昭和史 国民を背負った
作曲家』（文春新書）など多数の著作を有する。
本書の構成は「はじめに」「第一章 あの戦争
はいつはじまったのか―幕末までさかのぼるべ
き？」「第二章 日本はどこで間違ったのか―原
因は『米英』か『護憲』か」「第三章 日本に正
義はなかったのか―八紘一宇を読み替える」「第
四章 現在の『大東亜』は日本をどう見るのか
―忘れられた『東条外交』をたどる」「第五章 
あの戦争はいつ『終わる』のか―小さく否定し
大きく肯定する」「おわりに」となっている。
地域との関係では、第5章に注目したい。著
者は「世界の多くの国々では、首都や大都市の
中心部に、大規模な国立の歴史博物館が設けら
れ、とくに近現代史や軍事史の展示では、対外
戦争や独立戦争など、国家の形成にかかわる重
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太平洋戦争を紐解きながら
歴史を考察する力を磨く

『「あの戦争」は
何だったのか』
辻田真佐憲 著
（講談社、1155円）

要なできごとが中心に据えられ、それぞれの国
の『国民の物語』が明確にされている」一方、
「日本において、あの戦争が特別な地位を占め
ていることは、国立の近現代史博物館が〝存在
しない〟というかたちで象徴的にあらわれてい
る」とする。また、1999年に東京・九段下に開
設された「昭和館」の展示では「戦争がまるで
自然災害のように突如としてひとびとに襲いか
かったかのような印象を与えかねない」とし、
「戦時中も比較的安定した暮らしを送っていた
財閥や大名華族など、一部階層の存在はほとん
ど描かれていない」ことを指摘する。
このような展示のあり方は、地域にある郷土
史の資料館で仮に近現代を展示する場合にもと
られがちなものだろう。だからこそ、著者は
「基本的には自国の歩みを肯定しつつも、過ち
や課題についても正直に記す姿勢が望ましい」
とし「満点を目指すよりもあえて六五点くらい
を目標とする」ことを提案している。こうした
姿勢は戦史にかぎらず、さまざまな歴史を紐解
き、未来を切り拓くうえでも重要ではないか。
本書は2026年新書大賞6位となった話題作。一
読をオススメする。

『戦争が生んだ町
－宮崎市波島
〝沖縄・奄美〟集落の80年』
土橋大記 著
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太平洋戦争末期、国は沖縄から10万人を疎開させようとした。実に県民の6分の１にあたる。米軍との地上
戦を見据え、老幼婦女子を〝守る〟ためとも、戦いの〝足手まといを減らす〟ためともされた。いったい、どれだ
けの人びとが過酷な運命をたどることになったか。本書は宮崎県内にできた小さな疎開集落の戦後史だ。疎
開先でそのまま住民となった人々の苦闘と悔しさ、新しい地での共生の難しさが綴られている。戦後80年を
経た今にあっても戦争の理不尽さが伝わってくる。

　宮崎市中心部の北東にある波島地区は、「リト
ル沖縄」などと呼ばれ、令和6年時点で1200世帯
ほどが住む。
　本書に登場する証言者のひとり、のちに地元郵
便局長となる男性は7歳だった1944年9月、家族
とこの地に来た。那覇港を出て長崎に向かうが、
潜水艦攻撃から逃れながら鹿児島港に到着。そ
こからさらに移動を指示され、たどりついたのが
波島地区の軍事関連工場の工員向け長屋住宅だ
った。そこに居を構え、同郷者ら100世帯ほどが
生活をはじめた。しかし戦後、焦土と化した沖縄
には帰りたくても帰れない。本州から縁を頼っ

てくる者、奄美地方からもやってきて、波島地区
の人口は急増した。収入といえば、漁師の手伝い
や野菜の転売などがせいぜいで心も荒み、酒の密
造、盗難事件や暴力沙汰をめぐり近隣住民との衝
突も起きた。が、疎開先で故郷の食文化や伝統を
生かして産業を興した旧島民の生きざまが切々
と綴られている。
　たとえば、家ごとの豚飼育から生まれた養豚業、
食肉加工・販売業、琉球ルーツの漆器、紬織物づ
くりなどが。「たくましくゼロから築きあげたと
いう事実を残したい」というのが著者の思い。地
域融和の歩みを描く筆に力がこもる。
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